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1. 外川翔太、高橋 大介、戸嶋一敦、光制御型酵素を指向したアントラキノン-酵素-ペプチドハイブ

リッド分子の創製、日本化学会第 96 春季年会、同志社大学京田辺キャンパス、平成 28 年 3 月

24－27 日. 

2. 笠井章弘、荒深慎介、松原輝彦、佐藤智典、高橋大介、戸嶋一敦、硫酸化オリゴフコシドの系統

的合成とインフルエンザウイルスヘマグルチニンに対する結合能、日本化学会第 96春季年会、同

志社大学京田辺キャンパス、平成 28 年 3 月 24－27 日. 

3. 田中将道、梨子田淳希、高橋大介、戸嶋一敦、ボリン酸－糖受容体エステルを用いた立体選択的

1,2-cis-グリコシル化反応の開発、日本化学会第 96 春季年会、同志社大学京田辺キャンパス、平

成 28 年 3 月 24－27 日. 

4. 木村智哉、江藤貴宏、高橋大介、戸嶋一敦、チオウレアを有機光酸触媒とする光グリコシル化反

応の開発、日本化学会第 96 春季年会、同志社大学京田辺キャンパス、平成 28 年 3月 24－27 日. 

5. 笠井章弘、荒深慎介、小柴望実、高橋大介、戸嶋一敦、天然フコイダンの主鎖を基本構造とした

硫酸化オリゴフコシドの系統的合成と構造活性相関研究、Glyco TOKYO 2015 シンポジウム、慶

應義塾大学矢上キャンパス、平成 27 年 10 月 24 日. 

6. 奥山真衣、上野晴菜、小林夕香、河岸洋和、高橋大介、戸嶋一敦、肝がん関連糖タンパク AFP-L3 

を選択的に光分解するアントラキノン-PhoSL ハイブリッドの創製と肝がん細胞に対する効果、

Glyco TOKYO 2015 シンポジウム、慶應義塾大学矢上キャンパス、平成 27 年 10 月 24 日.   

7. 木村智哉、高橋大介、戸嶋一敦、グリカールに対して NIS 及び有機リン化合物を活性化剤として

用いた 2－ヨード及び 2－デオキシ糖の新規合成法の開発、Glyco TOKYO 2015 シンポジウム、慶

應義塾大学矢上キャンパス、平成 27 年 10 月 24 日. 

8. 高橋大介、田中将道、中川彰、戸嶋一敦、ボロン酸及びボリン酸－糖受容体エステル触媒を用い

た立体選択的グリコシル化反応の開発と天然物合成への応用、第 57 回天然有機化合物討論会、神

奈川県民ホール、平成 27 年 9 月 9－11 日. 

9. 木村智哉、高橋大介、戸嶋一敦、グリカールの NIS－有機リン化合物複合系活性化剤を用いたグ

リコシル化反応による 2－ヨード及び 2－デオキシ糖の新規合成法の開発、第 34 回日本糖質学会
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成 27 年 7 月 31－8 月 2 日. 
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ケミカルバイオロジー学会 第 10 回年会、東北大学 川内キャンパス、平成 27年 6 月 10－12 日. 

12. 増田奏衣、高橋大介、戸嶋一敦、アントラキノン-糖ヌクレオチドハイブリッドによる糖転移酵素

の光分解、日本ケミカルバイオロジー学会 第 10 回年会、東北大学 川内キャンパス、平成 27 年

6 月 10－12 日. 

13. 高橋大介、荒深慎介、小柴望実、戸嶋一敦、フコイダン類縁体の系統的合成とがん細胞に対する

効果、日本ケミカルバイオロジー学会 第 10 回年会、東北大学 川内キャンパス、平成 27 年 6 月

10－12 日. 

14. 高橋大介、中川彰、田中将道、戸嶋一敦、ボロン酸-糖受容体エステルを触媒とした位置及び立体

選択的グリコシル化反応の開発と天然物合成への応用、第 107 回有機合成シンポジウム、慶應義

塾大学薬学部マルチメディア講堂、平成 27 年 6 月 9－10 日. 

15. 谷田貝友洋、佐藤智麻、今野和真、犀川陽子、中田雅也、立体化学解明を指向したトーマイシン

類の合成研究、日本化学会第 96 春季年会、同志社大学京田辺キャンパス、平成 28年 3 月 24 日

－27 日. 

16. 横尾亮介、増村健資、大川裕樹、宮澤史明、犀川陽子、中田雅也、ファスメリアナミン A の合成

研究、日本化学会第 96 春季年会、同志社大学京田辺キャンパス、平成 28年 3 月 24 日－27 日. 

17. 桐生翔一朗、松末慎太朗、高山朋子、前田千裕、自閑哲彦、竹田一貴、犀川陽子、中田雅也、ル

ーピリン類のピロール－γ-ブチロラクトン骨格の構築、日本化学会第 96 春季年会、同志社大学

京田辺キャンパス、平成 28年 3 月 24 日－27 日. 

18. 伊藤卓、濱野真理子、加藤優、久保亜紀子、末松誠、中田雅也、犀川陽子、鳥類の卵殻から胚へ

のカルシウム移動に関する化学的研究、 第 57 回天然有機化合物討論会、横浜、平成 27年 9 月 9 

日－11 日. 

19. 濱野真理子、伊藤卓、加藤優、犀川陽子、中田雅也、ニワトリ卵殻に含まれるリン化合物の探索、

新規素材探索研究会、新横浜フジビューホテル、平成 27年 6 月 5 日. 

20. 千田憲孝、生物活性天然物の合成研究~キラルプール法によるアプローチ~、岡山理科大学大学院

講演会、岡山市、平成 28年 1 月 8 日. 

21. 柳田悠太、須藤貴弘、松尾直哉、黒須靖弘、長島義之、佐藤隆章、千田憲孝、マダンガミン類の

合成研究、第 45 回複素環化学討論会、早稲田大学国際会議場、東京都、平成 27年 11 月 19－21

日. 

22. 千田憲孝、バイオマス利用キラルプール法による生物活性天然物の合成、平成 27 年度後期（秋季）

有機合成化学講習会（有機合成化学が拓く未来−新反応から新技術まで−）、日本薬学会長井記念

ホール、東京都、平成 27年 11 月 16－17 日. 

23. 中山泰彰、前田悠一郎、小辰将之、関谷瑠璃子、市來政人、佐藤隆章、千田憲孝、連続的

Overman/Claisen 転位の開発と(+)-Neostenine の全合成、第 57 回天然有機化合物討論会、神奈川

県民ホール、横浜市、平成 27年 9 月 9－11 日. 

24. 横山貴、深見祐太朗、佐藤隆章、千田憲孝、三成分反応を用いた lasubine IIの全合成、第 59回香

料・テルペンおよび精油化学に関する討論会、近畿大学東大阪キャンパス、東大阪市、平成 27年

9 月 5－7 日. 

25. 千田憲孝、糖質利用キラルプール法による天然物の合成研究、平成 27 年度第 34 回日本糖質学会、

東京大学、東京都、平成 27年 7 月 31 日－8 月 2 日. 

26. 佐藤隆章、津崎俊、臼井駿馬、大石宙輝、安嶋大智、福安崇宏、大石毅、千田憲孝、スフィンゴ

ファンジン F の全合成：不飽和エステルを用いた Overman 転位の開発と応用、第 107 回有機合

成シンポジウム、慶應義塾大学薬学部、東京都、平成 27年 6 月 9－10 日. 
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27. 田島繁希、山田 徹、有機合成反応におけるマイクロ波照射の特異効果の検証、第 70 回記念有機

合成化学協会関東支部シンポジウム、長岡高専、長岡、平成 27年 11月 21日. 

28. 関根 康平、定光 勇太、山田 徹、銀触媒によるアルキンの活性化を基軸とするアリルシラン誘導

体に対する二酸化炭素固定化反応、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、船橋、平成 27 年 3 月

27日. 

29. 馬渡 貴則、関根 康平、山田 徹、銀触媒によるアルキンのπルイス酸活性化を利用するオキサゾ

リジノン誘導体の合成、日本化学会第 95春季年会、日本大学、船橋、平成 27年 3月 27日. 

30. 小林 遼、関根 康平、山田 徹、銀触媒によるアルキン活性化を利用する二酸化炭素およびヨード

基の連続的導入反応、日本化学会第 95春季年会、日本大学、船橋、平成 27年 3月 26日. 

31. 林 知佳、山田 徹、二酸化炭素雰囲気下コバルト(II)触媒によるα,β-不飽和化合物の還元的カル

ボキシル化反応、日本化学会第 95春季年会、日本大学、船橋、平成 27年 3月 26日. 

32. 坪 龍志、山田 徹、光学活性 1-クロロビニルコバルト(III)錯体を用いる触媒的不斉 Michael 付加

反応、日本化学会第 95春季年会、日本大学、船橋、平成 27年 3月 26日. 

33. 稲勇樹、岡野久仁彦、朝倉浩一、グリセロリン脂質誘導体の多形結晶化に対するキラリティーの

影響、日本化学会第 96春季年会、京田辺、平成 28 年 3 月 24－27 日. 

34. 金子翔、朝倉浩一、伴野太祐、界面活性剤水溶液中における油滴の光照射による運動モード変化、

日本化学会第 96春季年会、京田辺、平成 28 年 3 月 24－27 日. 

35. 杉田健人、伴野 太祐、朝倉 浩一、NIPAM が存在する Ru イオン触媒 BZ 化学系におけるゲルの

生成とその制御、第 25 回「非線形反応と協同現象」研究会、旭川、2015 年 10 月. 

36. 稲勇樹、伴野太祐、朝倉浩一、グリセロリン脂質誘導体の結晶化挙動に対するキラリティーの影

響、日本油化学会第 54 回年会、名古屋、2015 年 9 月. 

37. 川瀬咲穂、関根しおり、伴野太祐、遠藤真遊、武川翼、佐藤昇正、中村直生、前澤大介、中尾敦

司、高野憲一、正木 仁、黒田章裕、二瓶栄輔、朝倉浩一、エマルション型サンスクリーン剤の相

挙動が紫外線遮蔽能に対して与える影響、日本油化学会第 54 回年会、名古屋、2015 年 9 月. 

38. 平田愛奈、伴野太祐、遠藤真遊、武川翼、佐藤昇正、中村直生、前澤大介、中尾敦司、高野憲一、

正木仁、黒田章裕、二瓶栄輔、朝倉浩一、擬似サンスクリーン剤試料中における UV 吸収剤の状

態が紫外線遮蔽能へ与える影響、日本油化学会第 54 回年会、名古屋、2015 年 9 月. 

39. 小河重三郎、河合隆一郎、古賀舞都、朝倉浩一、高橋功、小山内州一、乳酸脱水素酵素（LDH）

の凍結乾燥および常温貯蔵に対するオリゴ糖界面活性剤―クエン酸バッファー系の優れた酵素活

性保持効果、日本油化学会第 54 回年会、名古屋、2015 年 9 月. 

40. 小森厚志、朝倉浩一、岡野久仁彦、超分子構造形成能を有するマンニトール誘導体の合成と液晶

性の評価、第 63 回高分子学会年次大会、札幌、2015 年 5 月. 

41. 丹羽優里恵、朝倉浩一、岡野久仁彦、室温で液晶性を示す架橋型アゾベンゼンモノマーの合成お

よび光屈曲性エラストマーの作製、第 63回高分子学会年次大会、札幌、2015 年 5 月. 

42. 井上遥菜、伊藤 彩、吉田圭佑、高尾賢一、(－)-ハイフェンロンＡの全合成研究、日本化学会第 96 

春季年会、京田辺市、平成 28 年 3 月. 

43. 山田 愛、福島悠貴、吉田圭佑、高尾賢一、アクアトリドの全合成研究、日本化学会第 96 春季年

会、京田辺市、平成 28 年 3 月. 

44. 杉本康慎、安田直彦、吉田圭佑、高尾賢一、ゼイラニジンの全合成研究、日本化学会第 96 春季年

会、京田辺市、平成 28 年 3 月. 

45. 鷲見 岳、坂間亮浩、西村嘉泰、吉田圭佑、高尾賢一、(+)-ビブサニンＢの全合成研究、第 70 回

有機合成化学協会関東支部（新潟）シンポジウム、長岡市、平成 27年 11 月. 

46. 奥山元気、安保港平、吉田圭佑、高尾賢一、(+)-グッチフェロンＡの全合成研究、第 108回有機合

成シンポジウム、東京、平成 27年 11 月. 
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47. 杉本康慎、安田直彦、吉田圭佑、高尾賢一、環転位メタセシス反応を用いたゼイラニジンの全合

成研究、第 32 回有機合成化学セミナー、熱海市、平成 27年 9月.  

48. 坂間亮浩、吉田圭佑、高尾賢一、カロフィコ酸Ａの全合成研究、第 32 回有機合成化学セミナー、

熱海市、平成 27年 9月. 

49. 野口修史、坂本 嵩、木村瑞樹、吉田圭佑、只野金一、高尾賢一、ヘテロ Diels-Alder 反応を用い

た(+)-シトスポロリドＡの全合成、第 57 回天然有機化合物討論会、横浜市、平成 27年 9月. 

50. 吉田圭佑、板津幸宏、藤野雄太、高尾賢一、触媒的不斉 4 級炭素含有スピロ環構築法の開発と有

機分子触媒反応への展開、第 107 回有機合成シンポジウム、東京、平成 27年 6月. 

51. 吉田圭佑、藤野雄太、板津幸宏、高尾賢一、酸触媒を用いた不斉四級炭素を有するスピロ環構築

法の開発、第 69 回有機合成化学協会関東支部（横浜国大）シンポジウム、横浜市、平成 27年 5 月. 

52. 吉田圭佑、井上泰希、鹿ノ子洋平、高尾賢一、有機分子触媒を用いるキラルなスピロクロマン骨

格構築法の開発、第 69 回有機合成化学協会関東支部（横浜国大）シンポジウム、横浜市、平成

27年 5 月. 

53. 茂安保港平、奥山元気、秋谷卓志、吉田圭佑、高尾賢一、グッチフェロンＡの全合成研究、第 69 回

有機合成化学協会関東支部（横浜国大）シンポジウム、横浜市、平成 27年 5 月. 

54. Mandal Susanta、花村 駿、野城和貴、花屋賢悟、庄司 満、須貝 威、Lipase-catalyzed Regioselective 

Transformation of Polyphenols、第 69 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、C05、、横浜国立

大学、横浜、平成 27年 5月 16 日. 

55. 須貝 威、花村 駿、花屋賢悟、庄司 満、木内文之、配糖体と酵素触媒を活用する、有用ポリフェ

ノール類の合成研究、日本農芸化学会関東支部大会、O-01、お茶の水女子大学、東京、平成 27年

10 月 18 日. 

56. 長谷川嵩、福井有香、藤本啓二、DNA のシェル層を有する微粒子の創製、第 24 回ポリマー材料

フォーラム、タワーホール船堀、平成 27年 11月. 

57. 黒田翔一、福井有香、藤本啓二、コアシェル型粒子を用いた中空粒子の創製と機能制御、第 24 回

ポリマー材料フォーラム、タワーホール船堀、平成 27年 11月. 

58. 早部慎太朗、福井有香、藤本啓二、細胞組織体の構造制御とナノ新素材の創製、第 36 回日本バイ

オマテリアル学会、京都テルサ、平成 27年 11月. 

59. 安東亨、福井有香、藤本啓二、リポソームの内部改質によるナノカプセルの作製と機能化、第 36 回

日本バイオマテリアル学会、京都テルサ、平成 27年 11月. 

60. 福田恵美、福井有香、藤本啓二、糖タンパク質ムチンからなるゲル粒子の作製と機能化、第 36 回

日本バイオマテリアル学会、京都テルサ、平成 27年 11月. 

61. 國友凛、福井有香、藤本啓二、リン酸化キトサンを用いたリポナノカプセルの創製とリン酸カル

シウムとの複合化、第 36 回日本バイオマテリアル学会、京都テルサ、平成 27年 11月. 

62. 岡部かすみ、福井有香、藤本啓二、ゲル微粒子とゲル薄膜をテンプレートとする有機無機ハイブ

リッドマテリアルの構築、第 36 回日本バイオマテリアル学会、京都テルサ、平成 27年 11 月. 

63. 大槻祐太、福井有香、藤本啓二、細胞とコアシェル型粒子との複合化によるハイブリッド組織体

の構築、第 36回日本バイオマテリアル学会、京都テルサ、平成 27年 11月. 

64. 中村幸誠、福井有香、藤本啓二、微粒子型アトリアクターを用いた生体高分子のナノ構造体の形

成、第 64 回高分子討論会、東北大学、平成 27年 9月. 

65. 加藤貴浩、福井有香、藤本啓二、W/O 型ミニエマルションを用いたアルギン酸－PNIPAMハイブ

リッドナノ粒子の作製、第 64 回高分子討論会、東北大学、平成 27年 9月. 

66. 加古大樹、福井有香、藤本啓二、ナノ水滴中での DNA ナノ粒子の創製と特性解析、第 64 回高分

子討論会、東北大学、平成 27年 9月. 

67. 山本華菜子、福井有香、藤本啓二、微粒子インプリント技術における表面造形に及ぼす微粒子－
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基板間の相互作用の影響、第 64 回高分子討論会、東北大学、平成 27年 9月. 

68. 高松秀行、福井有香、藤本啓二、ミニエマルションを用いた炭酸カルシウム複合化ポリマーナノ

粒子の創製とメンブレンの構築、第 64 回高分子討論会、東北大学、平成 27年 9月. 

69. 福井有香、小山晧大、藤野香、藤本啓二、ミニエマルションのナノ水滴を反応場とする微粒子の

創製と複合化、第 64 回高分子討論会、東北大学、平成 27年 9月. 

70. 早部慎太朗、福井有香、藤本啓二、細胞組織体の構造制御とナノ新素材としての応用リポソーム

の内部改質によるナノカプセルの創製と機能化、第 44 回医用高分子シンポジウム、東京、平成

27年 7月 . 

71. 武藤茜、福井有香、藤本啓二、中空ゲル微粒子への酵素封入による膨潤収縮制御と機能創出”、第

63回高分子討論会、東京、平成 27年 7月. 

72. 福澤舞、福井有香、藤本啓二、ケラチンを素材とした粒子の作製と色材としての応用、第 64 回高

分子年次大会、札幌、平成 27年 5月. 

73. 野口恵美、福井有香、藤本啓二、ゲル微粒子を表層に有する複合化ゲル薄膜の構築、第 64 回高分

子年次大会、札幌、平成 27年 5月. 

74. 高他幸穂、福井有香、藤本啓二、DOPA を用いたカプセルウォールの改質による新規ゲルカプセ

ルの創製、第 64 回高分子年次大会、札幌、平成 27年 5月. 

75. 高松秀行、福井有香、藤本啓二、ミニエマルションを用いた有機・無機ハイブリッドナノ粒子の

創製と粒子膜の構築、第 64 回高分子年次大会、札幌、平成 27年 5月. 

76. 福井有香、酒井太樹、藤本啓二、ポリマーグラフト化タンパク質から組み上げるナノ構造体の構

築および機能化、第 64 回高分子年次大会、札幌、平成 27年 5月. 

77. 清水勇樹、齋藤鷹規、三浦洋平、吉岡直樹、アルコキシ基を導入したフェニルニトロニルニトロ

キシド誘導体の構造磁性相関、日本化学会第 96 春季年会、京都、平成 28年 3 月 24－27 日. 

78. 春木暁人、三浦洋平、吉岡直樹、芳香環を導入した 1,3,5-トリフェニル-6-オキソフェルダジル誘導

体の合成と性質、日本化学会第 96 春季年会、京都、平成 28年 3 月 24－27 日. 

79. 池上裕樹、安達恒貴、三浦洋平、吉岡直樹、ビスジメチルフルオレニルニトロキシド誘導体の合

成と性質、日本化学会第 96 春季年会、京都、平成 28年 3 月 24－27 日. 

80. 高橋佑典、土屋尚也、三浦洋平、吉岡直樹、ベンゾトリアジニルラジカル誘導体における化学修

飾の及ぼす効果と構造―磁性相関、日本化学会第 96 春季年会、京都、平成 28年 3 月 24－27 日. 

81. 細田拓見、鈴木良太、三浦洋平、吉岡直樹、エステル基を導入したジヒドロフェナザシリン誘導

体の合成とその分光学的性質、日本化学会第 96 春季年会、京都、平成 28年 3 月 24－27 日. 

82. 土屋尚也、高橋佑典、三浦洋平、吉岡直樹、電子求引性置換基を導入したベンゾトリアジニルの

物理化学的性質、日本化学会第 96 春季年会、京都、平成 28年 3 月 24－27 日. 

83. 宮代祥伍、石井智章、三浦洋平、吉岡直樹、フェニルアセチレン骨格を有する安定有機ラジカル

誘導体の合成と構造磁性相関、日本化学会第 96 春季年会、京都、平成 28年 3 月 24－27 日. 

84. 細目圭佑、中込森、三浦洋平、吉岡直樹、ニトロニルニトロキシドラジカルを導入したサリチリ

デンアニリン誘導体の合成とその物性評価、日本化学会第 96 春季年会、京都、平成 28年 3 月 24

－27 日. 

85. H.Hoshino, T.Hosoda, N.Maeda, R.Suzuki, Y.Miura, N.Yoshioka, Effect of substituent at 9-potision on 

spectroscopic properties of dihydroacridine derivatives、日本化学会第 96 春季年会、京都、平成 28年

3 月 24－27 日. 

86. 三浦洋平、吉岡直樹、5,12-ジアセチルキノキサリノキノキサリン誘導体の固体発光と AIEE特性、

日本化学会第 96 春季年会、京都、平成 28年 3 月 24－27 日. 

87. 中込森、三浦洋平、吉岡直樹、ニトロニルニトロキシドラジカルを導入したサリチリデンアニリ

ンおよびそのニトリドクロム(V)錯体の構造と磁気特性、第 9 回分子科学討論会、東京、平 27年



14 

 

9 月 16－19 日. 

88. 髙橋佑典、三浦洋平、吉岡直樹、ベンゾトリアジニルニトロキシルヘテロビラジカルの合成と性

質、第 9 回分子科学討論会、東京、平 27年 9 月 16－19 日. 

89. 杉山 将、立川直樹、吉井一記、片山 靖、溶媒和イオン液体を用いたリチウム－レドックス電池、

第 56 回電池討論会、愛知、平成 27年 11 月 11－13 日. 

90. 小竹宏樹、立川直樹、吉井一記、片山 靖、イオン液体電解液中における無機固体薄膜を介したリ

チウム析出・溶解反応、第 56 回電池討論会、愛知、平成 27年 11 月 11－13 日. 

91. 石田拓也、立川直樹、吉井一記、片山 靖、渡邉正義、xLiN(CF3SO2)2-(1-x)CH3(OCH2CH2)4OCH3 

(x≥0.5)  溶媒和イオン液体におけるシリコン薄膜負極の充放電特性、第 56 回電池討論会、愛知、

平成 27年 11 月 11－13 日. 

92. 押野洋輔、吉井一記、立川直樹、片山 靖、アミド系イオン液体中におけるパラジウム錯体の電極

反応およびナノ粒子の電解生成、第 47 回溶融塩化学討論会、兵庫、平成 27年 10 月 28－29日. 

93. Sultana Sharmin、立川直樹、吉井一記、Magagnin Luca、片山  靖、Electrochemical behavior of 

bis(acetylacetonato) platinum(II) in some amide type ionic liquids、第 47 回溶融塩化学討論会、兵庫、

平成 27年 10 月 28－29日. 

94. Saha Shimul、立川直樹、 吉井一記、Magagnin Luca、片山 靖、Electrochemical Behavior of Cadmium 

Chloro-Complex in an Amide-type Ionic Liquid、第 47 回溶融塩化学討論会、兵庫、平成 27年 10 月

28－29日. 

95. 藤本進一郎、立川直樹、吉井一記、西田哲郎、上口憲陽、今井英人、竹川寿弘、片山 靖、エーテ

ル酸素原子を側鎖に有するピロリジニウム系イオン液体電解液中における LiCoO2 薄膜正極の界

面抵抗、第 6 回イオン液体討論会、京都、平成 27年 10 月 26－27日. 

96. 高見澤 駿、立川直樹、吉井一記、片山 靖、アミド系イオン液体中におけるトリス(2,2’-ビピリ

ジン)ニッケル(II)錯体の電極反応、第 6 回イオン液体討論会、京都、平成 27年 10 月 26－27日. 

97. 吉井一記、立川直樹、片山 靖、エーテル酸素原子を側鎖に有するピロリジニウム系イオン液体の

合成と評価、第 6 回イオン液体討論会、京都、平成 27年 10 月 26－27日. 

98. 立川直樹、Saha Shimul、吉井一記、片山 靖、アミド系イオン液体中における塩化物イオンの電気

化学反応、第 6 回イオン液体討論会、京都、平成 27年 10 月 26－27日. 

99. 立川直樹、石井みか、吉井一記、片山 靖、アミド系イオン液体中における Li(I)の溶存状態と電気

化学特性、2015 年電気化学会秋季大会、埼玉、平成 27年 9 月 11－12 日. 

100. 芳川満輝、黒木 巽、内田 亮、三熊敏靖、蛭田勇樹、金澤秀子、温度応答性インテリジェント表

面と HPLC による向精神薬の一斉分析、第 25 回インテリジェント材料・システムシンポジウム、

東京、平成 28年 1月 8日. 

101. 大久保廣平、秋丸倫子、蛭田勇樹、金澤秀子、温度応答性固相抽出カラムのタンパク精製への検

討、第 26 回クロマトグラフィー科学会議、福岡、平成 27年 11月 11－13日. 

102. 安達 亮、内田 亮、蛭田勇樹、金澤秀子、プロリン誘導体高分子を用いた温度応答性クロマトグ

ラフィーによるキラル分離の検討、第 26 回クロマトグラフィー科学会議、福岡、平成 27 年 11

月 11－13日. 

103. 大島麻理子、永田佳子、金澤秀子、温度応答性クロマトグラフィーによるポリフェノール配糖体

の分離、第 26 回クロマトグラフィー科学会議、福岡、平成 27年 11月 11－13日. 

104. 芳川満輝、内田 亮、黒木 巽、三熊敏靖、蛭田勇樹、永田佳子、金澤秀子、温度応答性高分子導

入カラムを用いた HPLC による向精神薬の一斉分析、第 28 回バイオメディカル分析科学シンポ

ジウム、長崎、平成 27年 8月 20－22日. 

105. 加治屋瑞貴、蛭田勇樹、永田佳子、金澤秀子、河川水中溶存医薬品の検出を目指した温度応答性

高分子導入カラムでの HPLC 分析、第 28 回バイオメディカル分析科学シンポジウム、長崎、平
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成 27年 8月 20－22日. 

106. 蛭田勇樹、南雲悠平、金澤秀子、精密重合された Poly(N-isopropylacrylamide)を用いた温度応答性

クロマトグラフィーの開発、第 28 回バイオメディカル分析科学シンポジウム、長崎、平成 27年

8月 20－22日. 

107. 南雲悠平、蛭田勇樹、金澤秀子、RAFT 重合による Poly(N-isopropylacrylamide)を用いた温度応答

性クロマトグラフィーにおける高分子鎖長および末端置換基効果、第 22 回クロマトグラフィーシ

ンポジウム、東大阪、平成 27年 5月 28－30日. 

108. 秋丸倫子、大久保廣平、蛭田勇樹、金澤秀子、生体試料の前処理への応用を目指した温度応答性

固相抽出カラムの開発、第 22 回クロマトグラフィーシンポジウム、東大阪、平成 27年 5月 28－

30日. 

109. 金澤秀子、機能性高分子の特性を活かした新しい分離技術の開発、第 22 回クロマトグラフィーシ

ンポジウム、東大阪、平成 27年 5月 28－30日. 

110. 安達 亮、蛭田勇樹、金澤秀子、ヒドロキシプロリン誘導体高分子を用いた温度応答性クロマトグ

ラフィーの開発、第 75 回分析化学討論会、山梨、平成 27年 5月 23－24日. 

111. 古沢小波、羽田紀康、木内文之、無脊椎動物由来糖脂質の合成研究(56)海綿 Agelasdispar由来の糖

脂質、日本薬学会第 136 年会、平成 28年 3月. 

112. 金谷貴行、羽田紀康、渡邊敏子、ブラインシュリンプ Artemia franciscana 由来新規糖脂質の合成
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